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卒業生（５期生）から後輩へ ―在卒懇で経験を伝える （第２回） 
 系統【B】法律・政治・社会学 

神戸大学法学部 慶応義塾大学総合政策学部 明治大学政治経済学部 の大学生 

１ 進学先（受験大学）を決めた理由・併願先などを教えてください。 

 ・将来どんな仕事に就きたいのかなど、見通しを持って学部・大学を選ぶべきである。 

 ・学部ではなく大学にこだわって受験した。 

・最初の目標設定は高いところの方が良い。志望校は、下げることはできるが途中から上げることは難しい。 

２ 受験期の過ごし方について 

 ・ 勉強の量よりもその質を高めることが大切。注意力散漫のまま時間を重ねても意味がない。しっかり意識 

を持って勉強は丁寧にやるべき。基礎をしっかり固めること。 

・夏までは基礎固めに集中し、秋以降、志望校に特化した対策を行った。 

・たくさんの参考書をこなすのではなく、一冊を何度も繰り返しやる。間違えた理由、次ミスしないための

方策をしっかり分析する。 

・その大学に受かるためにどう勉強していけば良いか突き詰めて考える必要がある。 

・やった時間で区切るのではなく、やる量を決めてそれが終わるまで勉強するようにした。 

・勉強時間のスケジュールを立ててルーティンのようにすると良い。 

・早寝早起きの生活スタイルはとても大事。寝る時間を遅くするのではなく、いつも通りの時間に起きて無

駄な時間をなくすようにした。 

・受験直前になって睡眠時間を削るのは絶対にダメ。息抜きも必要。休む時はしっかり休むこと。  

３ 自分に自信を持つことの大切さ 

 ・メンタルが強いことは大切。夏頃解いた問題を時間が経ってから再度解くと、きっと簡単に解けるように 

なっているはず。わかるようになっている自分に気付くと自信が持てる。 

・自信は小さな成功の積み重ね。よくできた模試など、成功体験を自分に刷り込むこと。 

・自信があってメンタルが強い人こそ受かると思う。自分の力に自信を持って強気で行きましょう。 

                                                

◎早稲田大学政治経済学部政治学科（文書メッセージより抜粋） 
１ 苦手科目の勉強 

  私は、夏休みの終わり頃にやっと、配点が低いからとほぼ放置状態にしていた国語が足を引っ張っていることに

気づきました。それに気づいた日からは毎日、現代文または古文または漢文の問題を 1日 1題だけと決めて解きはじ

めました。しかし大して成績は変わらず(むしろ下がっていた)焦りを感じたので、12月に入るタイミングで、センタ

ー試験の国語の過去問は 25年分全て解くことに決めました。無意味に思われるかもしれませんが、私にとってはか

なり意味がありました。模試で 8割取れたことのなかったセンター国語を当日は約 9割 5分に収めることができたの

で本当にやってよかったです。ただ解くことが良かったのではなくて、その中で問題を解く上で重要になる思考のプ

ロセスなどを理解することができたことが得点アップに繋がったと思っています。 

２ 勉強時間 

部活引退までは頑張った日でも 3時間程度でした。引退までは部活を真剣にやりたかったので、部活の邪魔をしな

い範囲でしか勉強はしませんでした。長期休みや土日は 10時間〜12時間。長い日では気合で 14時間くらいやった気

がしますが、長くても 12時間くらいにしたほうが、楽しいことをする時間も取れて良いです。寝る時間を遅くする

のではなく、あくまでもいつも通りの時間に起きて無駄な時間をなくすようにしていました。 

３ 国立志望で私立を併願する場合の勉強法 

全科目において、求められるレベルが高い方に合わせました。私は東京外大も併願していたので、英語は外大の試

験を、余裕を持って解けるくらいのレベルにしようと考えていました。2次試験に歴史もあったのですが、私立の

日本史の方が問われる内容が難しいと感じていたので、歴史は私立に向けて勉強しました。国立でも私立でも、配

点が大きい科目と、自分の 1番の苦手科目と 1番の得意科目に時間を割くのがベストだと思います。 

 

 



４ 速読  

部活を引退してからは毎日必ず 1題以上は長文問題を解いて、その問題文の文法構造や単語を全て理解するまで吟

味して、理解したら訳を見ずに音読をして理解度をはかっていました。こうすることで段々と見たことある文法構造

が増え、日本語に変換して頭で考えなくても英語のままでも何を言っているか少しずつ理解できるようになりまし

た。記述問題がなければ 1000語を超える長文問題も 15分遅くても 20分あれば解けるようになったので、非常に受

験で役に立ちました。 

５ 英単語 

例文を使って練習するといいと思います。また、私は長文の中で出てきた知らない単語をまとめて単語カードにし

ていました。ただし、どのレベルの単語まで覚えるかを決めておかないと途方もない作業になるので、英語が得意な

ら細かい単語まで覚えてもいいと思いますが、苦手なら基礎的な単語を覚えることを優先するべきだと思います。 

６ その他個人的メッセージ 

自信があってメンタルが強い人こそ受かるのだと、確証はありませんがお話ししておきたいと思います。 

実際私は、もともとメンタルの強さには自信があり、成績的にも受かる自信がありました。政治経済学部の試験日に

は、センター利用で他の早稲田の学部を抑えていたのに加えて、模試で A判定や 1桁順位を取れたこともあり、なお

さらリラックスできていました。しかし、早稲田の政治経済学部を受験した当日は日本史の試験が難しく、選択問題

は運試しにしか感じられないほどでした。英語の試験はかなり自信をもてる出来だったのですが、国語と日本史のあ

まりのできなさに「落ちたな」と思いながら家に帰りました。ただ、解答速報を見て自己採点をすると、その時諦め

気味に「この単語たしかこの人と関係あるんだったよな…」と確証なく断片的な記憶を頼りに書いた答えがことごと

く合っていました。自分の勝負強さに我ながら驚きました。（笑）もし自分の力に自信を持っていなかったら、その

ような確証もない回答を書くことはできていなかったでしょう。 

自信をもって、強気で行きましょう。こんな大変な状況の中ですが、自分に自信を持てるように勉強を進めていく

しかないです。頑張ってください！応援しています！早稲田を受験する方が多いと伺っております。ぜひ合格して後

輩になってください！待ってます！ 

 

系統【C】経済・経営・商学 ＋【D】教育・家政・体育・芸術 

  明治大学商学部 上智大学経済学部  法政大学経済学部  東京学芸大学教育学部  の大学生                                    

１ 受験勉強方法 

 ・文系の生徒にとっては地歴をいつまでに終わらせるかが大きなポイント。秋冬の時期に地歴の追い上げは 

 限界がある。私の場合は世界史を自分で学習し、それ以外は塾で学習した。 

 ・あまり自分を追い込みすぎないことも大事。「いつまでに何を終わらせる」と決めて、もしもそれまでに

終わらなくても切り替えてその先を考える。1時間無理矢理勉強するよりも 30分集中してやる方がいいと 

思う。 

 ・よく「苦手科目をつぶす」というが、秋以降には焦りが出てくるので、自分の場合、夏休みに数学をもっ

とやればよかったと思う。ただ、苦手科目が伸びないのを焦るより、得意科目をどうやって伸ばすかを意識

するとよい。総合して合格点に達するには、どの科目でどのくらいの点数を取れば良いのかを考えることが

大事。 

 ・どの教科でも間違えた問題をファイリングして解き直した。模試の振り返りは特に大切だと思う。 

２ 受験モチベーションの持続方法 

 ・実際に大学に通うイメージを持つことが良い。受験期の最後の最後まで気を抜かないように！ 

 ・学校で同じクラス、同じ科目選択の人と励ましあって、リラックスもした。話し込んで勉強時間を取ら 

れることもあったが、それをいちいち後悔しなくてよい。 

 ・自分は浪人だけは絶対したくない、もう一年受験勉強したくないと思っていた。センター試験後は 

勉強のモチベーションが低下するので注意。 

・やはり現役合格を目指すことを目標の一つにした。周りのみんなが頑張っていたことが励みになった。 

 

◎武蔵野美術大学造形学部情報デザイン学科 （文書メッセージより抜粋） 
 受験勉強は予備校での実技対策がメインでした。私が志望する学科ではデッサンと色彩構成が受験科目だったので、そ

の 2 つをひたすら予備校の先生方の指導のもとで練習しました。学科試験の方も一般方式で受けるために国語と英語、セ

ンター利用のために数 I の対策をしました。志望する学科によって求められるレベルは変わってきますが、美大の学科試

験は基礎問題が多いので、苦手な英語を中心に中学レベルから見直しました。実技に比べて学科の勉強に割ける時間はと

ても少ないです。特に夏休み以降は実技に焦りを感じるようになり、さらに時間が減るので予備校の夏季講習で志望校別

学科対策をとっておくのがおすすめです。出題傾向の要点を押さえてもらえるので何をしておけばいいかが明確になると

思います。予備校では志望大学別の実技と学科の合同模試が定期的に行われるので、積極的に参加して自分の作品にどれ

くらいの点数がつくのか、それぞれがどのくらいのバランスで点を取れればいいのかを確認しておくとよいです。 

◎日本女子大学家政学部食物学科（文書メッセージより抜粋） 
 家政学部は比較的受験科目が絞られている大学が多いので、苦手科目を出さないことが重要だと思います。つい過去問

に手が行きがちになりますが教科書レベル、の基礎を完璧にすることが先決です。基礎がきちんと固まっていれば一般試

験も問題ないと思います。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         


